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17 年度 設定なし

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

35,2007,0007,1007,0007,0007,100
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

13.8
21人

人 15.1
27

15.4
2721

14
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

一日平均利用者数(中山)
一日平均利用者数(上灘)

評価対象外事業
老人憩の家運営事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
高齢者対策の充実

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

長寿介護課

伊予市老人憩いの家条例
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

福岡 保裕
所管課情報 担当課： 544

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 高齢者

田村 政幸

指定管理者に対し、施設管理にとどまらず、高齢者の健康増進と教養の向上のための企画を促し、利用者の
増加を図る。

高齢者の健康の増進と教養の向上を図る。

事業の目的

指定管理協定により、伊予市社会福祉協議会、中山梅寿会、双海夕なぎ会にそれぞれ管理運営を委託し、施
設の維持管理や高齢者の健康増進と教養の向上を図る事業を行う。

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
7,762
699
0

6,785
162
6,947 3,463

81
3,382 6,764

162
6,926

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
0
0
0

6,947

0.09
7,999
0
699
0
0
0
0

8,461 6,926

0.02
8,135
0

162
0

0
0

0
3,463
0
0
0
0
81
0

8,135
0.010.02

8,135
0

162
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

高齢者福祉のための中核的施設である。指定管理者においては単に施設の管理にとどまらず、高齢者
の健康増進と教養の向上のための施設として機能が向上することを希望する。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 3
受益者負担の適正 3

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 4

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

B
手段の最適性 3

コスト効率 3

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

市の関与の妥当性 3
事業の効果 3

中山老人憩の家での自主活動グループ「がんばる会」による利用促進が図られていることが伺え、指定
管理者による取り組みの好例として評価できる。他の憩の家の利用もサロン活動の拠点として活用されて
いる。

自己評価
5目的の妥当性

市民ニーズへの対応 4

成果指標

指標設定の
考え方

中山老人憩の家では「がんばる会」という介護予防のための自主活動グループをつくり利用促進を図ってお
り、その効果を検証するため指標を設定した。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
002020

受益者負担の適正 4

0015.113.8

成果指標
中山老人憩の家の一日平均利用人数を20人以上にする。
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

現状のまま継続する。


